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健康管理の出来る社員食堂で食生活の乱れを防止 

リゾートトラスト 株式会社
所在地：愛知県名古屋市 従業員数：7,592 人 

設立年：1973 年       業種：会員制リゾート事業 

 周辺で食事を摂る機会に乏しい全国の 24 か所のリゾート地で、独身寮に暮らす

若年層や単身赴任の職員などに、従業員食堂のメニューを１食 300 円で提供

 すべての従業員食堂で、認証基準をクリアしたスマートミールを毎日提供

 毎年の「健康イベント」で「血管点数」を算定し、年齢に関係なく健康状態の

「見える化」を実現

ホテル・ゴルフ場など施設の多くがリゾー

トに位置し、周辺に食事を摂る場所が乏しい

環境にある一方で、構成比の大きい若年層職

員の多くは施設内の独身寮で生活し、単身赴

任の職員も多くいます。加えて、稼働時間が長

くシフト勤務が基本になっているため、生活

時間が不規則になりやすく、食生活も乱れが

ちです。 

このような環境を改善し、外に食べに行け

ない社員のため、事業所内の食堂で健康管理

の出来る食事を提供しようと考えたのが、食

に関する取組を始めたきっかけです。 

○事例のポイント

◆取組の背景

従業員食堂は、全国 24 か所の大規模施設

に設けられています。これらの食堂で提供し

ているのは昼食と夕食です。 

ただし、すべての食堂で営業時間は昼食 10

～16 時、夕食 16～20 時と非常に長く、昼

食が 10 時からなので、早朝から勤務のスタ

ッフが朝食として食事することもできます。 

◆食育活動①従業員食堂の状況

食堂のメニューは、肉または魚を主菜と

した２種類の定食と、麺類が基本で、昼食、

と夕食では内容が毎日変わります。メニュ

ーのプライスカードには、エネルギー（カロ

リー）、タンパク質、脂質、炭水化物の量、

食塩相当量、および野菜の重量が表示され、

各種アレルゲンも示されています。 

食堂の食事は単品ではなく、すべて小鉢

がつく定食として設定されており、いずれ

も１食 300 円で提供しています。 

◆食育活動②従業員食堂の特徴

事例６ 
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 スマートミールは 2018 年 11 月から

全施設で提供を開始し、新規開業施設でも

都度取得しながら、現在は全国 24 施設で

毎日提供しています（スマートミールの認

証は施設ごとに得ています）。 

一般の定食では、小鉢を自由に選べた

り、ご飯や味噌汁を自由によそえますが、

スマートミールの場合は決まったメニュー

で、定量となっています。 

業務特性上、立ち仕事など、比較的労働

強度が高いことから、カロリーやボリュー

ムの多い食事を選びがちであるため、小鉢

の揚げ物、デザートなどを自由に選べない

スマートミール喫食数は現状で多くありま

せん。今後喫食数を増やすことが課題とし

て認識されています。 

同社では、スマートミールの喫食、禁煙実施

や歩数など健康増進に関する行動が点数化され

ており、ポイントが貯まると商品と交換できる

「健康ポイント」制度があります。 

◆食育活動③スマートミールを毎日提供 

◆職場や社員の変化 

先行して「健康イベント」を始めた施設で

は、食生活を意識し翌年に血管点数が改善

された事例もあり、他施設でも同様の効果

があると期待されています。 

また、食事前に血管点数を測定し、数値に

驚いてスマートミールを食べる人も複数観

察されており、健康イベントとスマートミ

ールとの連携効果も生じています。 

◆食育活動④従業員食堂での健康イベント 

生活習慣病予防のための「健康イベント」

を、全国の従業員食堂で毎年１回実施してい

ます。 

血管年齢計を用いて、指先をセンサに乗せ

て、わずか 16 秒で「血管年齢」を測定、そ

れに基づいて「血管点数」を算定します（血

管点数は「40～60」だと血管が年齢相応、

「60 以上」は実年齢より若い、「40 以下」

は年齢の割に老化気味と判定）。 

若い世代だと健診結果がさほど悪くないた

め、健康状態への自覚が得られにくいですが、

血管年齢であれば、年齢に関係なく健康状態

の「見える化」が図れるため、この測定を行

っています。 

人事企画部管理運用第 2 課の福利厚生部

門において、栄養士２名の専従者が従業員

食堂担当し、食の取組を進めています。 

◆推進体制 
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 社員食堂では、定食を 650±30 キロカロリーとし、カロリーコントロールを

しながら、「美味しく楽しい」食事を提供 

 京都、滋賀で、農家や生産者と連携しながら地元の野菜や魚などの産品を優先し

て食材に利用、地産地消を実践 

 栽培面積 2１,000 ㎡の自社農園でブルーベリー、野菜やオーガニックコットン

などを栽培し、社員食堂や研修センターで食材や手土産として使用 

2012 年に経営トップによる「こころとか

らだの健康づくり宣言」を発布。それに基づく

「3 つの予防」と「4 つのケア」からなる行動

指針も発表しています。 

社内に六人七脚体制の「給食委員会」を設置

して、食を通じた健康経営を推進しています。 

○事例のポイント 

◆取組の背景 

社員食堂は吉祥院、鉾立（いずれも京都）、

びわこ工場、阿蘇工場の主要４拠点に設置。

その概要は以下の通りです。 

社員食堂では、昼食の提供が中心ですが、 

懇親会やパーティも開催しています。特に、

琵琶湖を一望できるびわこ工場食堂は、コミ

ュニケーションの場となっています。 

◆食育活動①社員食堂の状況 

社員食堂では、定食は 650±30 キロカロ

リーとし、カロリーコントロールをしながら、

「美味しく楽しい」食事を提供しています。 

社員食堂のすべてのメニューにカロリー、

塩分量、野菜の摂取量に加えて、食事バラン

スガイドも示し、個々が健康に気遣って食事

を取ってもらう工夫をしています。 

また、小麦・卵・カニなど７大アレルゲン

や、ベジタリアンやハラールに対応するため

の肉の表示等も行っています。 

◆食育活動②社員食堂での取組 

 

 

事例７ 
自社農園、地産地消の食材を使用し、食を通じた健康経営を実践 

株式会社堀場製作所,株式会社ホリバコミュニティ 
所在地：京都府京都市      従業員数：8,288 人 

設立年：1945 年           業種：各種分析・計測機器の製造販売業 

 

社員食堂の概要

本社
びわこ

工場

エス

テック

阿蘇

工場
席数（席） 300 272 118 144

提供食数（食） 600 370 200 140

※本社の300席のうち80席は軽食堂
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2012 年に、琵琶湖の湖西北部に位置す

る高島市安曇川町に、2１,000 ㎡（東京ド

ームの約半分）の「HORIBA ブルーベリー

ファーム」を開園しました。農園には 540

本のブルーベリーのほか、ジャガイモ、サツ

マイモ、大根、カブラなどの根菜、唐辛子、

胡麻など 10 種類以上の野菜を栽培してい

ます。収穫した野菜は社員食堂や研修セン

ターで食材として使用。ブルーベリーはジ

ャムやジュースに加工、唐辛子と胡麻は七

味の材料として活用し、社内販売や来客へ

の手土産などに利用しています。 

ファームの 10,000 ㎡には、日本古来の

品種である和綿（茶棉）を栽培し、収穫した

コットンを紡績し、そこからファーム産の

タオルやベビー衣料を作り、HORIBA のフ

ィロソフィやおもいをこめて世に送り出し

ています。ベビー衣料は、経営トップから出

産祝いとして、社員に贈って非常に喜ばれ

ています。ファームでは年数回の農作業イ

ベントを開催し、2019 年は社員やその家

族等約 1,４00 名が参加しました。 

ファームの活動は、健康経営のみならず、

福利厚生施設、休耕地の活用、自社製品を用

い た 土 壌 計 測 等 多 く の 意 義 を 有 し 、

HORIBAのフィロソフィ発信のメッセンジ

ャー機能も担う取組となっています。 

 

（ファームの唐辛子と胡麻を使った七味） 

◆食育活動③自社農園ブルーベリーファーム ◆食育活動④地産地消や地域の食文化を重視 

社員食堂の食材は、地産地消も推進してい

ます。びわこ工場では、野菜摂取量を増やし

てもらうため、サラダバーを設け、近隣農家

から仕入れた新鮮な近江野菜を毎日提供し

ています。京都の 2 拠点でも京野菜や舞鶴産

の魚など地元の食文化を大切にしています。 

◆食育活動⑤大学との共同研究 

◆職場や社員の変化 

社員食堂のある拠点に在籍する社員の健康

診断の数値が、総じて良いことに着目し、京都

の大学の食物栄養科学科と共同で、社員が食

堂で取った 1 年間の食事の内容と、身長・体

重データとの相関関係を解析しました。 

その結果、食堂を利用する 20-30 代の男性

肥満者のうち、定食購入頻度が高い社員の体

重増加率が低いことがわかりました。 

分析計測機器メーカーとして、正しい数字

を持って検証を進め、施策を実施しています。 

社員の肥満率や血液検査の結果では、社員

食堂のある事業所は、ない場所に比べて良い

数値が出ており、食堂での取組の成果と考え

ています。 

ファームについては、所属・年代の異なる

さまざまな社員・OB が農作業を通じてコミ

ュニケーションすることで、多様な社員間の

繋がりができています。それにより、育休・

産休中の社員が経験者にアドバイスをもら

ったり、キャリアやプライベートについて先

輩社員や OB に相談したりするなど、想定以

上の効果が得られています。 

◆推進体制 

食育に関しては、同社の給食委員会が中心

となっており取組を進めています。実務面で

は福利厚生を担うグループ会社のホリバコ

ミュニティが担当しています。 
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社員食堂のメニュー刷新・食育情報の発信によりヘルスリテラシーアップ 

東洋インキグループ 
 

所在地：東京都中央区     従業員数：8,336 人 

設立年：1907 年          業種：色材・樹脂など化学品の製造・販売 

 社員食堂でスマートミールやサラダバー、野菜中心の小鉢を導入 

 生活習慣病や食事・栄養に関する社員の意識を高めるため、社員食堂で情報発信 

 拠点ごとの診療所スタッフによる生活習慣改善プログラムを実施し、拠点ごとの競い

合いで取組を盛り上げ 

定年延長や再雇用等により将来的に社員の

平均年齢が上がっていくことが想定される中

で、ポピュレーションアプローチにより「健

康な人を健康なままキープすること」が、社

員の満足度や生産性向上、健康保険組合の財

政健全化維持の面から重要であるとの認識を

持っていました。 

東洋インキグループでは社員食堂で毎日食

事をとる社員が多いことから、社員への健康

に対するアプローチとして、社員食堂を通じ

た栄養バランスの改善に取組んでいます。 

○事例のポイント 

◆取組の背景 

◆食育活動① 社員食堂メニューの刷新 

本社の社員食堂では、給食事業者と栄養系

の大学とのコラボレーションにより、スマー

トミールの認証基準に合った食事を提供する

社員食堂へと刷新しました。 

また、サラダバーを導入したほか、小鉢を

野菜や大豆食品を中心とした健康的なものへ

と見直しました。健康的なサイドメニューを

充実させることで、スマートミール以外のメ

ニューを選んだ場合でも、野菜や大豆製品を 

食事に取り入れることができます。 

さらに、脂質対策として、ドレッシングを

ノンオイルタイプ中心のヘルシーなものに切

り替え、マヨネーズを廃止しました。塩分対

策についても、漬物を廃止したほか、醤油を

減塩商品に切り替えています。 

事例８ 

生活習慣病に関する知識を普及するため、食

堂の各テーブルに情報提供プレートを配置し

ました。情報提供プレートの内容についても、

給食事業者に協力を依頼し、栄養系の大学の監

修を受けた、科学的に正しく、社員の関心を引

く内容にこだわっています。 

◆食育活動②栄養に関する情報発信 
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ほかにも、サラダバーのドレッシングコー

ナーにはドレッシングのカロリーや食塩相当

量を表示して、かける量を意識できるよう促

しています。 

◆職場や社員の変化 

定期的に実施している食堂アンケートで

はスマートミール認証に対する賛同は 90％

を超えており好評でした。ＨＨＣでは、体重

や血圧、LDL コレステロール値等の改善がみ

られました。 

効果はすぐに出るものではありませんが、

社員のヘルスリテラシーに対する意識を上

げるための地道な取組を継続していきたい

と考えています。 

プログラムは拠点ごとの診療所スタッフ

が、目標設定から実施期間中のアドバイス、

終了後のフォローアップまで関わります。拠

点ごとに生活習慣改善状況を競い合い、参加

した社員のモチベーションの向上策として賞

品を贈呈するなど工夫しました。 

◆推進体制 

本社社員食堂でのスマートミールの認証取

得後、その他拠点の社員食堂でも取得を目指

し、年間の健康増進計画に落とし込みました。

各拠点の健康経営推進リーダー、ヘルスケア

推進委員、診療所スタッフ、給食事業者が協

力し取組んだ結果、さらに７拠点で認証を取

得することができ、社員に対して健康な食事

を提供する推進体制の強化に繋がっていま

す。 

HHC は健康保険組合の協力を得て着実に

推進しています。 

BMI26 以上の社員を対象に、食事・運動に

関する指導を中心とした生活習慣改善プログ

ラム（ハッピーヘルシーキャンティーン：以下

HHC）を実施しています。具体的なプログラ

ム内容は以下のとおりです。 

①「働く世代の栄養学」セミナー 

②社員食堂では、ヘルシーメニューを選択 

③ウォーキングイベント 

④血糖値上昇を抑える特定保健用食品の利用

（購入費補助） 

⑤自宅での夕食の栄養バランス改善支援とし

て、外部の配食事業者のヘルシーサービスメ

ニューの利用（購入費補助） 

◆食育活動③健康保険組合と協業による 

生活習慣改善プログラム 
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本社食堂でヘルシーランチやスマートミール弁当を提供 

東京海上日動火災保険 株式会社 
所在地：東京都千代田区     従業員数：17,203 人（単体） 

設立年：1879 年             業種：損害保険業等 

 本社食堂でヘルシーランチ、グループ会社でスマートミール弁当を提供 

 1990 年代から毎年 10～11 月に「健康増進月間」を実施し、その中の「食生活改

善部門」には「食事バランス意識コース」、「毎日朝食コース」、「休肝（減酒）コー

ス」を設定 

 健康保持・増進のために、全社員に「健康チャレンジカード」を配布。食事のバラン

スや、朝食をとるといったことを社員が主体的に取り組む契機としている。 

同社では社員の健康を経営の重要なテーマ

として「健康経営宣言」を掲げ、様々な取組を

推進しており、各種健康関連の施策は、その取

組の一環として行われています。 

○事例のポイント 

◆取組の背景 

全国各地に約 250 か所の事業所があり、

社員食堂は東京丸の内の本店と多摩センタ

ー、大阪の３か所にあります。約 4,500 名が

働く本店の２階には、皇居を臨む席数 560 席

の社員食堂があり、ランチでは毎日約 700 食

を提供しています。 

◆食育活動①社員食堂の状況 

本社食堂では、グローバル GAP 認証食材

を利用し、安全で品質の良い食品ランチを

提供しています。また、2019 年 8 月から

栄養バランスのとれたヘルシーランチの提

供を開始しました。低カロリー、塩分少な

め、野菜たっぷりで社員に好評です。 

加えて 2019 年９月からグループ会社

が、スマートミールの認証を取得した宅配

弁当業者の「スマートミール弁当」の提供を

開始しました。働く人の健康を考え、旬の食

材を豊富に使い、栄養バランスの優れた 17

品目のおかずは無添加調理で安心・安全ヘ

ルシーだと評判です。 

 

◆食育活動②ヘルシーランチ・ｽﾏｰﾄミール

弁当の提供 

事例９ 



22 

 

 ◆食育活動③健康増進月間で

「食事バランス意識コース」や「毎日朝食

コース」にチャレンジ

1990 年代から毎年 10～11 月を「健康

増進月間」として各種の活動に取り組んでい

ます。取組内容には個人で行う「My チャレン

ジ」と組織単位の「Our チャレンジ」があり、

専用冊子を作成して配布しています。 

「My チャレンジ」には「食生活改善部門」

として、「毎日朝食コース」、「食事バランス意

識コース」、「休肝（減酒）コース」の３コー

スを設けています。

「食事バランス意識コース」では、「Ⓐ1 日

1 食は定食風メニュー（一汁三菜）を取り入

れる」、「Ⓑ多様な食品を組み合わせる」の２

点が要件で、その実現のため、「おすすめ定食

メニュー」が冊子に記載されています。

「毎日朝食コース」の場合、「Ⓐ朝食を必ず

毎日とる」、「Ⓑ夕食の時間が午後 10 時以降

にならないようにする」が要件で、冊子には

朝食のおすすめメニューが記載されていま

す。 

組織で挑戦する「Our チャレンジ」にも、

「食生活改善部門」があり、「ヘルシーグルメ

会」、「ノンアルコール食事会」、「ダンディス

リム作戦」などが設定されています。「My チ

ャレンジ」「Our チャレンジ」取組に応じてポ

イントが得られます。

健康増進に通年で取り組むためのツールと

して「健康チャレンジカード」を作成して毎

年社員全員に配布しています。社員はまず健

康宣言（例えば「ベルトの穴を１つ縮める」）

を記入します。そして宣言を実現するために

取り組む項目（ウォーキング、食事バランス

意識、毎日朝食等）をチェックし、実行しま

す。目標を書いた名刺型のカードを財布や手

帳といった身近なところに入れ、常に携帯し

て意識することで、自己管理により健康増進

に繋げる仕組みです。 

日々の取組記録は WEB を活用します。健

康情報や健康チャレンジに対するワンポイン

トアドバイスが得られます。
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◆職場や社員の変化

ヘルシーランチの食堂における喫食数

は１日当たり 30～40 食です。野菜がた

っぷりで食べごたえがあるので、女性は

もちろん、男性社員からも好評です。ダ

イエットや減塩などの保健指導を受けた

社員も利用しています。ヘルシー弁当も

好評で、ランチミーティングなどでも利

用されています。 

全社をあげた健康チャレンジは 1990

年代からスタートし、今では社員の間に

すっかり定着しています。これに加えて、

2016 年から５年連続で健康経営銘柄に

選定されており、社員の健康増進活動の

ためのモチベーションにもなっていま

す。健康経営銘柄に選定されていること

の自覚や誇りを持ち、健康の保持・増進

に主体的に取り組む社員が増えてきてい

ます。 

若年層は朝食欠食率が高く、女性の場合

それが過度の痩せ傾向に繋がっている可能

性が指摘されています。心身ともに健康で

健やかに過ごすためには、食に関する正し

い知識が不可欠です。そこで、産業医を講

師とした「ランチタイムセミナー」を開催

し、女性の健康をテーマに講演会を実施し

ました。女性特有の不調には、日頃からバ

ランスの取れた食事を心掛けることや朝食

を抜かずに規則正しい生活をすることが効

果的であることをセミナーでは伝えていま

す。 

女性向けのランチタイムセミナーは、他

にも「アロマ」や「ホルモンバランス」を

テーマに年１回開催しており、約 70 席の

会議室は毎回満員になるほどの人気で、健

康への関心高まりが窺えます。 

◆食育活動⑤女性の健康対策

◆推進体制

健康経営は、グループ健康経営総括

（CWO）を中心に、各拠点のリーダーや

全国に配置する産業保健スタッフ（産業

医・保健師等）に加え、組織毎に選任され

た健康増進キーパソンが連携をし、一体

となって各種健康施策を推進していま

す。食生活指導には、保健師等が積極的

にあたっています。 

健康診断の問診票から、全社員の朝食の喫

食状況を把握しており、欠食率（朝食を週３

回以上抜くことがある人の割合）を集計した

ところ、全年齢層で 21.6％でした。年代別

では、60 代が 8.7％、50 代が 15.8%であ

るのに対し、30 代は 23.5%、20 代は

32.4％と、年代が若くなる程欠食率が高い

ことがわかりました。この課題を改善するた

め、欠食者に対しては、健診後の面談やパン

フレットの配布により朝食の重要性を伝え

る啓発活動を実施しています。 

◆食育活動④朝食に関する啓発活動



実践のための参考情報

資料：農林水産省
「「食育」ってどんないいことがあるの？統合版」抜粋
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 凸版印刷を母体とした、トッパングループ健康保険組合では、2016 年から全国の事

業所や工場の社員食堂で「社員食堂から健康をお届けします」を合い言葉として、

「Happy & Healthy Canteen（HHC）プロジェクト」を実施（「Canteen」は社員

食堂の意味）

 HHC プロジェクトの一環である「生活習慣改善チャレンジ」では、BMI25 以上の人

が、社員食堂の利用などにより、2 か月間で「体重－2 ㎏かつ腹囲－2 ㎝」に挑戦、

多くの人が成功

「健康経営宣言」を発し、事業所と健保組合

が一体となって、診療所や社員食堂を活用し

て「従業員健康度の向上」や「重症化予防の取

組み」を実施しています。その「食」分野での

取組が「HHC プロジェクト（健康応援プロジ

ェクト）」です。 

○事例のポイント

◆取組の背景

全国のトッパングループの事業所や工場を

中心に社員食堂が設置されています（下の写

真は凸版印刷の本社食堂）。 

◆食育活動①社員食堂の状況

HHC プロジェクトで力を入れて取組んで

いるのが「生活習慣改善チャレンジ」。各事業

所で BMI25 以上の人を数名選抜、2 か月間

で「体重－2 ㎏かつ腹囲－2 ㎝」を実現しよ

うという取組です。 

社員食堂で適切なメニューを選ぶだけでは

なく、健保組合医療職による具体的なアドバ

イス（野菜から先に食べる、麺類のスープは

残す等）により、生活習慣の改善を行うこと

で目標達成へ向けて競っています。 

2018 年度は 14 事業所の計 46 名が参加

し、うち 34％の方が目標を達成しています。 

◆食育活動②生活習慣改善チャレンジ

事例 10 
社員食堂で「健康応援プロジェクト」を実施 

トッパングループ健康保険組合

（凸版印刷株式会社） 
所在地：東京都台東区     被保険者数：41,984 人 

設立年：1926 年         業種：印刷業等 
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◆食育活動③おすすめ共通メニューなど

個々の社員食堂では「ヘルシー（ウェルネス）

メニュー」も導入されていますが、特に製造現

場などでは満腹感を求める傾向が強く、「ヘル

シー」と銘打つと喫食率が下がる傾向がありま

す。 

そこで、HHC プロジェクトでは、年に１回

「共通テーマメニュー」を導入しています。各

社員食堂で、ボリュームがありそうに見えても

ヘルシーなメニューを作成、多くの社員に食べ

てもらおうという試みで、2016 年は「満腹な

のに低カロリー」、2017 年は「ヘルシーフラ

イデー」のテーマで実施しました。

2017 年には、「フライなのに低カロリー」

と糖質を抑えることも「ゆる糖質」として取り

入れ、たっぷりの野菜にとんかつをのせた「サ

ラダとんかつ」、マンナンご飯でヨーグルトの

特製タルタルソースをかける「チキン南蛮」な

ど、さまざまなメニューが披露され、従来のヘ

ルシーメニューを大幅に上回る喫食率が記録

されています。また、HHC 推進協議会で作成し

た健康応援プロジェクトポスターを個々の社

員食堂に掲示し、啓発に努めています。 

このような取組が評価され、2017 年の「第

６回健康寿命をのばそう！アワード」で厚生労

働省保険局長優良賞を受賞しています。 

◆食育活動④新入社員への食育

「HHC プロジェクト」以外には、新入社

員に対し、入社時の研修に「健康教育の時間」

を設け、健保組合の担当者が食育を含めた健

康管理に関する講義を行っています。 

その際、参加者に弁当を食べてもらい、食

べる順序の問題点や野菜を残している点な

どを指摘、「バランスよく食べる」ことを教

え、ヘルスリテラシーの向上に努めていま

す。 

◆職場や社員の変化

先のように 2018 年の「生活習慣改善

チャレンジ」では、16 名が「－2 ㎏・－

2 ㎝」を達成しています。その過程で、個々

人が食に関するリテラシーを上げ、生活習

慣の改善に取り組むとともに、チャレンジ

終了後もそれが継続し、行動変容を起こし

ています。 

チャレンジでトップになった人は、お気

に入りの服が着られなくなったことが挑

戦の理由で、体重、腹囲が減った成果とし

て、再度着られるようになったと喜んでい

ます。

工場の若い社員や単身赴任の人などは朝

食の欠食率が高い傾向にあるためで、和洋

の朝定食や、サンドイッチ・コーヒーのメ

ニューを提供することで、欠食率低下に努

めています。 

◆推進体制

HHC プロジェクトは各地の給食事業者

の管理栄養士と連携した「HHC 推進協議

会」が活動の中心となっており、この活動

を事業所と一体となって取組んでいます。 

また、健保組合で管理栄養士を東京と大阪

に各１人配置しており個別に面談も行って

います。 
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